
【阪急電鉄 健康経営戦略マップ（2026年度）】 2026年2月改定

※１ 適切な睡眠習慣：健康診断問診データのうち「睡眠で十分に休養が取れている」と回答した者の割合

　　 適正飲酒：多量飲酒群（①・②の割合）ではない割合【①飲酒頻度が「毎日」且つ 1日あたり飲酒量が「2合以上」の割合　②飲酒頻度が「時々」且つ 1日あたり飲酒量が「3合以上」の割合】

　　 適切な食生活習慣：食事習慣に関する右の4項目のうち3つ以上該当する者の割合【食べる速度（適度）/就寝前の夕食摂取なし/3食以外の間食摂取が適切/朝食欠食なし】

　    適切な運動習慣：運動習慣に関する右の3項目のうち2つ以上該当する者の割合【30分以上の運動習慣がある者/歩行または身体活動1日1時間以上/同年齢・同性と比較して歩く速度が速い者 】

※2「超ハイリスク者」：右に該当する者。【糖尿病検査値】HbA1c 8.0 以上または空腹時血糖 200㎎/dl以上　【血圧検査値】収縮期血圧180㎜Hg以上　又は　拡張期血圧　110㎜Hg以上

※3  血圧リスク者：拡張期血圧90以上又は収縮期血圧140㎜Hg以上、血糖リスク者：空腹時血糖110㎎/dl以上又はHbA1c6.0％以上、脂質リスク者：空腹時中性脂肪300㎎/dl以上又はLDL140以上又はHDL39以下、

　　肝機能リスク者：AST31以上又はALT31以上又はγ-GT51以上

※4  適正体重維持者：BMIが18.5以上25未満の者

健康投資施策の取組み

状況に関する指標

従業員等の意識変容・

行動変容に関する指標
健康関連の最終的な目標指標

目標年：2030年

KGI

ワーク・

エンゲージメントの

向上
新職業性ストレス簡易調査票で

業界平均値を上回る

プレゼンティーイズム

の低減
SPQ東大１項目版

プレゼンティーズムの

スコア70%以上を継続維持

アブセンティーイズム

の低減
疾病による休業率を

継続的に減少させる

健康経営の

目標

活力ある組織の

実現

・一人ひとりが主体的に

健康管理に取り組み、

自分自身の心身のコン

ディションを高めることで、

多様な個性や能力を

十分に発揮できる力を

育てる。

・職場全体で健康課

題に協働して取り組み、

仲間同士が互いを思い

やることで、安心して働

ける職場環境や支え合

う風土を浸透させ、発

展させる。

健康経営の推進方針

・従業員やその家族の心

身の「健康」が、幸せの

源泉であり、会社の豊か

な未来の礎である。

・企業の持続的な価値

向上のためには、従業員

全員が健康で、個性と

能力を最大限発揮する

ことが重要である。

経営方針

【当社の使命】

「安心・快適」、そして

「夢・感動」をお届けす

ることで、お客様の喜び

を実現し、社会に貢献

する。

【サステナブル経営

重要テーマ】

「一人ひとりの活躍」

多様な個性や能力を

最大限に発揮できる企

業風土を醸成する。

2026年度の健康経営スローガン 「心の健康を守ろう～ストレス・睡眠・飲酒～」

おいしく、バランス良くを、今日の一皿に

■食習慣改善セミナー・イベント

■社員食堂・現場給食のヘルシーメニュー

ちょっとした動きを、毎日に取り入れよう

■運動習慣醸成セミナー・イベント

■「みんなで歩活」への参加勧奨

主観的健康観

健康状態が良いと感じる者の

割合が全国平均値を上回る

【生活習慣の良化】※1

非喫煙率：85%以上

適切な睡眠習慣率：65%以上

適正飲酒率：90%以上

適切な食生活習慣率：80%以上

適切な運動習慣率：45%以上

行動変容ステージモデルの

関心期以上の割合

85％以上

各セミナー・イベント・プログラムの

参加者数・参加率・

理解度・満足度の向上

サポート、組織的支援

（POS）、WSC等
健康経営の浸透状況

・職場単位の健康施策支援

・管理職支援（健康教育等）

お酒の正しい飲み方を身につけよう

■適正飲酒セミナー・イベント

睡眠の質を高めよう

■睡眠改善プログラム

吸わない気持ちを、みんなで応援しよう

■禁煙セミナー・イベント

■禁煙治療に対する費用補助 ■相談窓口

ストレスと上手に付き合おう

■メンタルヘルス研修

■健康管理センターやカウンセリングルームの

相談窓口の利用推進

方針実現のための

体制・環境

・職場の自発的な健康活動を

推進する体制の整備

・健康経営優良法人認定取得

健康管理センターに気軽に相談しよう

■リスク保有者向け社内医療職による面談

■健康管理センターの活用

心と体も、定期点検で安心を

■重症化予防施策（特定保健指導参加勧奨、要治療・精密

検査者の受診勧奨・結果のフォロー）

■各種がん検診受診率の向上

仲間とともに健康を楽しもう

■職場環境改善支援

■職場巡回型健康イベント

【リスク保有者の減少】

・血圧、血糖、脂質、肝機能の

リスク保有者※3の減

・適正体重維持者率※4 70％以上

・メンタルヘルス事由による休業率

1％以下

・高ストレス者 10％以下

【リスク保有者のアプローチの徹底】

・特定保健指導実施率 60%以上

・超ハイリスク者面談実施率 100% ※2

【各種検診の受診率向上】

健康診断受診率100％

各種がん検診受診率向上

・従業員等の健康の保持・

増進の理念・方針の明文化

・経営トップの発信

健康投資 健康投資の効果

健康風土の醸成・発展

健康行動目標 「阪急すこやか９」
（■以下は施策例）

・適正体重 ・良質な睡眠 ・適正飲酒

・禁煙 ・メンタルヘルス

・ヘルスリテラシーの醸成

組織全体の

ヘルスリテラシーの醸成

個人の健康課題 組織の健康課題


